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【主な内容】               

■飛ぶ出す地形－３Ｄで読みとくふるさとの大地」の編集作業  ･･･････････書籍編集委員会 

■平成24年度大地の会「地学講座」開催案内 

■総会記念講演会報告 

 「信濃川の洪水と治水計画」-H23.7豪雨から信濃川の治水計画を考える- 

       ･･････････････国土交通省信濃川河川事務所調査課長 田中陽三 

■子ども向け岩石加工講座開催報告         ･･････････････････････････永井千恵子 

 ■連載第2回：信濃川段丘群と赤土         ･･････････････大地の会顧問 渡辺秀男 

  

         

加茂水源地第２貯水池 

2012.8.5 子ども向け岩石加工講座（会員：佐野迪則さん撮影） 



 会ではこの 2年間、それまでにない対外的な試み
として「立体地図展」「立体地形写真展」とそれにか
かわる講演会・野外観察会をおこなってきました（一
昨年は市民活動団体助成事業でした）。この活動をさ
らに発展させ、会の 20 周年記念事業として立体地
図・立体写真集を出版すること（市民活動団体助成
事業に決定）を総会で議決していただきました。出
版記念講演会などもふくめて予算総額 88 万円、そ
のうち 50 万円は市からの助成金です。地図展・写
真展活動の集大成であるこの出版物、20周年記念事
業としてのこの地図・写真集を、地学講座最終日（10
月 19日）には皆さまにお届けできるよう、8月現在
がんばって編集作業を進めているところです。 
立ち上げまでに紆余曲折 
 立体地図写真集の出版構想は昨年暮れに会長から
切り出されました。当初は県内に広く普及したいと
いうことから、取り上げる地域も県内全体で 40 箇所、
本は約 90ページ、予算はざっと 100 万円以上という
壮大な計画でした。立体図作成担当（渡辺文顧問）
は、Google の衛星写真公開画像などを使用して、毎
日こつこつと立体視画像作成にはげみ、粟島・佐渡
を含めて 80 箇所以上の３Ｄ画像を役員会で披露し
ました。ところが当てにしていた（市とは別の）助
成金を受けることがかなわず、計画は 3月末にとん
挫してしまいました。 
 助成なしでも県全域版で突っ走るか、長岡市の助
成を期待して長岡限定版に計画を縮小するか、役員
会ではその中間的な案も含めて侃侃がくがくの議論
がなされたのでした。最後は総会で報告されたよう
に（前号「おいたち」16 ページにも記載あり）、市
の活動団体助成事業の 50 万円コースに応募するこ
とになり、地域は長岡中心約 20箇所ということで決
着し、記念事業が再スタートしました。 
Google 画像が使えないピンチ 
 この書籍は赤青めがねを使って地形を立体視でき
るということが最大の「売り」です。普通の地図・
地形図でも、航空写真・衛星写真（ただし真上から
撮影）でも、どちらも立体視はできますが、航空（衛
星）写真のほうが圧倒的に情報量が多く、家や道路
また畑など細部まで識別できるので、できるだけ写
真を利用すべきです。 

 ところが、地形図（たとえば 2万 5千分１地図）
は日本中どこの地域についても存在しますが、詳細
な真上からの写真はどの地域にもあるというもので
はありません。そこで書籍に掲載する３Ｄ画像は、
写真のあるところはまず国土地理院の写真から、な
ければ Google の衛星写真画像から、写真がないとこ
ろは地形図から、と考えていました。Google の画像
はテレビ報道番組などで（たとえば事故現場で上空
からの位置を示す写真として）「  Google」だけで
転載していますし、昨年の立体地形写真パネル作成
でも使用してきましたので、クレジット（Google の
権利帰属表示）さえ入れれば今回も無条件で使用で
きると思っていました。ところが今年の春に Google
利用規約が大幅に改訂され、私たちのような出版目
的には使えなくなってしまったのです。 
 となると地形図を使用した３Ｄ画像がふえてしま
い、出版物の魅力がそこなわれてしまうことになり
かねません。一同おおいに落胆しました。 
長岡市の所有するオルソ（正規化）画像 
 これを救ったのが会長の知識と営業力です。新潟
市や十日町市のＨＰで公開されている地理情報シス
テム（詳細な航空写真や地図を閲覧できる）と同様
なものが、公開されていないだけで長岡市にも準備
されているはず、として市に画像提供をお願いした
（6 月下旬）ところ、情報公開条例にもとづいて市
が所有する 2000 枚以上の航空写真が使用できるよ
うになりました（7月中旬）。 

10 月下旬刊行に向けて鋭意努力中 

「飛び出す地形－３Dで読みとくふるさとの大地」の編集作業 

                             書 籍 編 集 委 員 会

図１ 長岡市から入手した画像の一部（元はカラー）



 そのサンプル画像を図 1に示しました。長岡駅前
の一般車乗降口付近、下寄りに整然と並んでいるの
は待機中のタクシーですね。すごく細かいです。た
だしこれはあくまでサンプル画像（1 枚のみ添付さ
れていた）で、会として使っていいのはこれを縦横
ともに 6分の 1以下に縮小したレベルの画像です。
来迎寺駅付近は図２のとおり。長岡市のあらゆる場
所の（山の中も）こんな写真が使用できます。 
 小千谷市からも同様な画像を入手しました。 

100 枚以上の写真の貼り合わせが必要 
長岡市からの画像があまりにもきれいなので、国

土地理院の写真を予定していた地区の３Ｄ画像を、
順次長岡市の画像に切り替えていくことになりまし
た。ところが市の画像は 1枚の区画が小さいので、
３Ｄ写真をつくる元画像を得るのに 100 枚から 200
枚もの画像を連結しなければなりません。しかも３
Ｄ画像をもとに原稿を執筆するのですから、大急ぎ
で（数日間で）完成させないと各執筆者の原稿作成
（締め切り 7月 24日）が間に合わなくなってしまい
ます。本当に参ったと渡辺文顧問は言っていました。
睡眠時間を削って、「気合い注入」してやっとの思い
で間に合わせたものが多かったそうです。中には「間
に合わせ」でつくったため、その後の修正作業が、
ゼロから作成するよりも大変になってしまったケー
スもあったそうです。 
遅れる原稿、それでもみんなで読み合わせ 
一昨年のパネル展でも解説文は 4人の顧問が執筆

を分担しました。今回もほとんど同じ場所について
執筆すればいいので簡単にすみそうにも思えました
が、執筆者は他にもたくさんの仕事を抱えています。
それにパネルの展示とちがって、今回は「売り物」

 
図２ 長岡市からの画像（来迎寺駅付近、元はカラー） 

 
図３ 完成見本（元はカラー） Ａ４判で左ページに３D画像を大きく載せ、右ページはその解説となっている。 



になる、何十年も残る書籍です。慎重になったせい
か、単純に楽観的過ぎたのか、締め切りの 7 月 24
日までに半分の原稿ができただけでした。それでも
8 月初めまでには 8 割近くが形になり、中旬に第 3
回目の読み合わせにまでこぎつけました。 
Ａ４判オールカラーで 55ページ 
書籍の完成見本を図３に示します。立体写真（３

Ｄ図）は狭い範囲を大きく取り出すほど迫力があり
ます。そこで書籍の体裁は一般にはあまりないＡ４
判（週刊誌-Ｂ５判-より一回り大きい）とし、３Ｄ
図の縮尺は 1：15,000（1cm が 150ｍに相当する）を
基本にしました。かろうじてですが家一軒一軒が識
別できる程なので、知っている地域の３Ｄ画像は興
味を持って見てもらえることでしょう。 
ただし越路原・小粟田原は広がり（範囲）が大き

いので、縮尺が 1：30,000 です。自分の家を見つけ
るというのはちょっと大変でしょう。2 ページにな
ってもいいから 1：15,000 で作成すべき、という意

見もありましたが、地形スケールに合わせて縮尺を
変えるというのが多数意見でした。 
掲載する地点は表１のように 24 箇所で、本の総ペ

ージは 55ページ程度、上質紙を使ったオールカラー
印刷で美本に仕上げたいと考えています。どうぞご
期待ください。 
書籍の無償配付と売りさばき 
 発刊のあかつきには、小中高校、図書館、防災関
係機関、自然保護活動団体などに各 1～3部贈呈する
ほか、一般書店での販売（1 冊 1,000 円程度で）を
予定しています（市の助成申請書にもそう明記して
あります）。会員の皆様にも無償で配付できるとよい
のですが、残念ながら会には予算的な余裕がありま
せん。会員割引で購入していただければと思います。
販売するごとに会の収入になりますから、今後、役
員を中心に友好団体や親戚・知人にはたらきかけ、
販売を促進する（売り上げを増やす）ような活動も
展開していきたいと考えております。 

表 1 掲載地点の表題とサブタイトル（8月 10日現在） 
番号 表 題 場 所  サ ブ タ イ ト ル 

1 長岡とその周辺   さまざまな形を見せる大地の表面とその履歴 

2 大河津分水路 長岡市寺泊野積付近 山地を開削した大工事とその後の砂浜形成 

3 日本海への放水路 長岡市寺泊郷本付近 樹枝状に発達する谷と海沿いの急斜面の関係 

4 長岡の西山の山並み 長岡市・出雲崎町   

5 脇野町の高台 長岡市脇野町付近 細長い段丘面がかまぼこ形に変形した 

6 関原の台地 長岡市関原町～高寺町 新しい褶曲（しゅうきょく）運動で湾曲した段丘面 

7 越路原・小粟田原 長岡市来迎寺～小千谷市片貝町   

8 渋海川下流の瀬替え 長岡市塚野山付近 尾根を開削して川を短絡させ旧流路を水田に 

9 小国盆地と河岸段丘 長岡市小国町相野原付近 渋海川の浸食作用と丘陵の隆起運動 

10 渋海川中流の瀬替え 長岡市小国町苔野島付近 耕地の乏しい山間地で新たな土地開発 

11 稜線直下の集落 長岡市小国町法末 緩傾斜面は魚沼層の大規模地すべりで生じた 

12 山本山高原 小千谷市山本山高原周辺   

13 数万年前の陥没地形 長岡市川口田麦山 盆地にたまった粘土層が地震の揺れを大きくした 

14 信濃川・刈谷田川の氾濫原 長岡市上沼新田付近 蛇行する暴れ川と真っ直ぐにのびる排水路 

15 刈谷田川遊水地 見附市本明町付近 自然地形を巧みに利用して洪水を貯留する 

16 「八丁沖」跡地 長岡市福井町～富島町 現在も続く地殻変動が地形から読み取れるか 

17 刈谷田川の河岸段丘 長岡市吉水～栃尾泉 川沿いに広がる４段の大きな平坦面と縄文遺跡 

18 悠久山・ファミリーランド 長岡市御山町ほか 数十万年前の東山隆起と土石流堆積物「御山層」 

19 太田川扇状地 長岡市村松町付近   

20 鋸山(のこぎりさん)とその周辺 長岡市 鋸の歯のようなギザギザの険しい稜線となるのは 

21 杜々の森 長岡市西中野俣 先人が保護した原生林と地すべり地に湧く名水 

22 雪形「川の字」 長岡市   

23 中越地震のつめ跡 長岡市木籠～小千谷市塩谷 激しい揺れが引きおこした地すべりと河道閉塞 

24 長岡市の最高地点大岳 長岡市・三条市・魚沼市 守門岳は長く浸食にさらされた古い火山 
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●会 場： 越路総合福祉センター3 階 電話９２－４６５６（野外観察会は、越路総合福祉センター集合） 

●受講料： 大地の会会員 ５００円  一般 １，５００円（野外観察会は別に 500 円） 

●申込み： 9 月 13 日までに長岡市越路支所地域振興課へ  電話０２５８－９２－５９１０ 

      （受付時間は平日の 8 時 30 分から 17 時まで） 

●その他： 野外観察会はマイクロバス 2 台で出かけます。昼食を持参願います。 

日程・内容 

回 日 時  演題等 講師 

９月１８日 （火） 
開講式：19:00～19:30 
講 演：19:30～21:00 

「集中豪雨の成因と実態」 
－なぜ起きるのか、どう降るのか、対策はあるのか－

長岡技術科学大学 
環境･建設系准教授 
工学博士･気象予報士 
熊倉 俊郎 氏 

第
１
回  中越では、平成 16年、平成 23 年と重大な災害を及ぼす集中豪雨を 2度も経験しました。このような豪雨が

起きる要因や気象情報の読み解き方を知れば、身を守る手助けができるかもしれません。加えて、よくマスメ
ディアに取り上げられる、異常気象と温暖化の関係についても正しく理解してみましょう。 

９月３０日 （日） 
野外観察会：8:30～17:00 

「Ｈ23.7 豪雨の土砂災害地をめぐる」 
 －土砂災害の形態と地形・地質の関係を探る－  

南魚沼（魚野川流域）～十日町（田川流域他） 

地学団体研究会 
新潟支部 
荒川 勝利 氏他 第

２
回 昨年の 7月豪雨では山間部で多くの土砂災害（土石流・がけ崩れ・地すべり）が発生しました。土砂災害は

突発的に発生することから直接人命に結びつく被害となります。南魚沼・十日町地域で発生した土砂災害の形
態と地形・地質の関係、そしてどのような対策が必要となるのかを探ります。 

10 月 ２日 （火） 
講 演：19:０0～20:30 

「H23.7 豪雨における土砂災害の特性」 
－登川を中心に土砂崩壊・流出の特性をみる－ 

 

国土交通省湯沢砂防事
務所調査課長 技術士
(建設、総合技術監理部門） 

渡邉 正一 氏 
第
３
回 主に魚野川の支川“登川”を対象に、H23.7 月豪雨前後の航空写真等を用いて、崩壊地の発生密度・規模等

を明らかにし、それが降雨特性や地質の違いとどのように関係しているかについて考察します。また、土砂流
出状況から過去に実施された土砂災害対策の効果についても検討します。 

10 月１９日 （金） 
講 演：19:00～20:30 
閉講式：20:30～21:00 

「長岡地域における河川の治水対策」 
－河川改修の現場から中小河川の安全度を考える－

前新潟県長岡地域振興
局地域整備部治水課長 
大地の会会長 
小川 幸雄 氏 

第
４
回  度重なる水害に見舞われている県内の河川では改修事業が進められていますが、様々な制約があり進んでい

ないことに加え、計画をはるかに超える豪雨があることを考えると安全な川はありません。県内各河川で災害
復旧や河川改修、ダム建設に携わった現場の視点から河川管理の課題、各河川の安全度等について考えます。 

主催 ： 大地の会 ・ 長岡市越路公民館 

2011 集中豪雨 2011.7 渋海川の氾濫（越路西谷） 土砂災害（土石流）による被害（南魚沼） 



平成 24年度総会記念講演会報告 

信濃川の洪水と治水計画  ―Ｈ２３．７豪雨から信濃川の安全性を考える― 

国土交通省信濃川河川事務所調査課長 田中陽三

信濃川流域の概要 

信濃川は、甲武信ヶ岳（標高 2,475m）を水源と
して、長野県では千曲川と呼ばれ、長野盆地で犀川、
長岡市川口で魚野川を合わせ、越後平野を貫流し日
本海に注ぐ流路延長 367kmの一級河川です。 
全国で 109 水系ある一級河川のうち、流路延長

（長さ）と年間総流出量が第 1 位(163 億 )、流域
面積（集水面積）が 11,900k㎡で利根川、石狩川に
次いで第 3位となっています。 
地形的な特徴は、河川縦断が上流の山間急流部

（1/50～1/200）から長野・飯山盆地で 1/1,000～
1/1,500 と緩傾斜となり、県境付近でまた 1/300 程
度と急勾配となり下流は1/3,000～1/4,000と急勾配
から緩傾斜に変化しています(図２)。このことから
山間狭窄部では越水氾濫や内水氾濫、緩傾斜部では
拡散型の氾濫の危険が内在します。 
信濃川（中流）の治水事業の経緯 
 信濃川の治水事業は明治 29年の洪水（横田切れ）
による未曾有の水害の発生を契機として、M42年大
河津分水路開削工事に着手しました（計画高水流量
5,570s/ 、T12 年完成）。その後、大河津より小千
谷までの改修工事が進められました。 
信濃川は昭和 40 年に一級河川に指定され、工事
実施基本 
計画を策 
定、S49 
年、小千 
谷地点で 
の計画高 
水流量 
11,000 s/ 
 に改定 
して事業 
が進めら 
れていま 
す。 
 
 
 
 
 

 近年の主な整備は、S49年より長岡・越路地区で
低水路固定事業、S60～H2年妙見堰の建設等、大河
津分水区間ではH4～H14洗堰改築、H15から可動
堰の改築を実施しています。 
 また、魚野川では流下能力上のネック地点であっ
た 3大狭窄部（大石地区、小出地区、浦佐地区）の
開削を S45～H14年で実施しました。 
 H23.3現在、信濃川堤防の整備状況は、完成堤防
25%(58.3km)、暫定堤防 45%(104.7km)、未施工
2%(4.4km)、堤防不要区間 28%(64.1km)となってい
ます。なお、暫定堤防はほとんどが堤防幅の不足に
よるものです。 
信濃川（中流）の流出特性と主な出水 
 信濃川中流部の洪水は「千曲型洪水」と「魚沼型
洪水」に大別され、異なる降雨分布を持つことが特
徴です。「千曲型」は千曲川・犀川流域での増水の影
響が大きい洪水で到達時間が長く、「魚沼型」は魚野 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 1 信濃川流域図 図２ 信濃川縦断図 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
川流域での増水の影響が大きい洪水で洪水到達時間 
が短い洪水です。小千谷地点に降雨が影響を及ぼす
時間は、「千曲型」で約 15時間、「魚沼型」では約 4
時間となっています。 
 小千谷観測所で観測された既往出水の、第 1位は
S56.8.23 洪水の 9,638s/ で「魚沼型」、第 2 位は
S57.9.13洪水の 9,297s/ で「千曲型」、降雨の成因
はいずれも台風に伴うものです。既往出水のトップ
10を図４に示します。 
平成 23 年 7 洪水の概要（魚野川） 
 7月 26日未明から停滞していた前線により 27日
夕方から新潟県及び福島県を中心に各地で記録的な
大雨となりました。信濃川中流では、南魚沼市五十
沢雨量観測所の総雨量が 642mmを記録、魚野川堀 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
之内観測所、小出観測所で計画高水位を上回る水位 
を観測しました。この洪水により長岡市西川口、魚
沼市新道島で堤防を溢水、長岡市和南津、魚沼市下
島、竜光では無堤地区や支川の合流点未処理の区間
で魚野川が氾濫、この外水による被害は浸水面積約
170ha、床上、床下合わせて 167戸の被害がありま
した。また、内水被害も堀之内～浦佐にかけて各地
で発生し被害家屋は 751戸に達しました。 
 この豪雨は前線によるもので、魚野川の計画高水
流量 5,000 s/ を上回る 5,448 s/ （暫定値）を記
録し、魚野川では観測史上最大の流量となっていま
す。なお、このときの信濃川（小千谷観測所）流量
は 8,000 s/ （暫定値）で第 3位の流量となってい
ます(図４)。 
 信濃川河川事務所では、この災害の被害を踏まえ
た対応として、家屋浸水被害を受けた地域での築堤、
合流点処理を急いで行う一方で、工事が完了までに
時間を要す 
ることから 
、無線通信 
を利用した 
簡易水位計 
を設置し水 
位観測を行 
い、その水 
位情報を現 
地に設置す 
る回転灯や 
インターネ 
ットを通じ 
て早期避難 
に必要な情 
報提供を行 
うこととし 
ています。 
 

魚魚野野川川  
国国道道1177号号  

JJRR上上越越線線  

図５ 魚野川堀之内観測所（水位・雨量） 

図６ 魚野川の氾濫（魚沼市下島地区） 

図７ 観測局の配置と簡易水位計 

図３ 洪水パターン（千曲型と魚沼型） 

図４ 信濃川既往出水トップ 10（小千谷観測所） 



信濃川の計画高水流量 
 河川法第 16 条に「河川管理者は、その管理する
河川において、計画高水流量その他当該河川の河川
工事及び維持について基本となるべき方針に関する
事項を定めておかなければならない。」とあります。 
計画高水流量は概ね以下の手順で決められます。 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

■信濃川水系の計画基準点・計画規模 

 計画基準点とは水系（河川）を代表する地点で水
理水文解析の拠点となり、高水管理が可能な地点の
ことです。信濃川本川は小千谷地点、立ヶ花地点を
計画基準点としました。また、計画規模（目標治水
安全度）は、河川の大きさ、流域の社会的、経済的
重要度及び過去の災害の履歴などを考慮して、小千
谷地点 1/150（150 年確率）、立ヶ花地点 1/100（100
年確率）としました。 
 計画規模（目標治水安全度）は、国管理河川につ
いては概ね 1/100 以上、県管理河川については概ね
1/50 程度となっています。 
■計画降雨量の（総雨量）の算定 

 信濃川流域内では、多くの観測所で雨量観測を行
っています。この観測所の雨量を用いて流域平均雨
量を算定します。信濃川本川、小千谷上流域におけ
る主要な降雨の継続時間は、ほぼ 2日間です。小千
谷地点上流の年最大流域平均 2日間雨量を統計処理
して1/150の雨量を求めると171mm/2日になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■計画対象降雨群の選定 

 信濃川流域の雨の降り方は、S56.8 降雨等の「魚
沼型パターン」、H18.7降雨等の「千曲型パターン」、
S57.9 降雨等の「全川一様型パターン」などのよう
に地域的な偏りがあるととともに時間的に様々なパ
ターンがあります。 
 計画対象降雨を決定するにあたっては、過去の主
要な実績降雨群を計画降雨量（171mm/2 日）まで
引き伸ばし計画対象降雨群とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■流出解析モデルにより流出流量 

 信濃川水系では貯留関数法を用いて計画降雨群か
ら流量を求めています。 
貯留関数法は降水量から河川の流量を計算する
方法の一つで、 
広く使われている方法です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■治水計画の対象となる洪水（基本高水）の決定 

 治水計画の雨量（計画降雨波形群）を用い、貯留
関数法で流出解析を行い、計画の対象となる洪水（基
本高水流量波形群）を算定します。 
 そのうち、1/150確率雨量の幅から外れる洪水を 

図９ 計画対象降雨と計画降雨波形群の例 

計画基準点・計画規模（治水安全度）の決定

計画とする総雨量の決定 

計画対象降雨群を選定 

流出モデルを構築し、流出計算 

計画対象の洪水（基本高水）のピーク流量の決定

計画高水流量の決定 

図８ 計画降雨の算定 

図 10 貯留関数法のイメージ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
棄却すると、最終的な計画対象降雨群は図 11 の 5
降雨となります。 
 治水計画の対象となる洪水（基本高水）のピーク
流量は、基本高水流量波形群の中から計算ピーク流
量が最大となる昭和 56年 8月型（13,500 s/ ）を
採用しました。 
■計画高水流量の決定 

 基本高水流量のピーク流量 13,500 s/ について、
河道で流す量と洪水調節施設（ダム等）で調節する
量に配分しました。 
 現在の河道で処理可能な流量は、堤防の嵩上げや
引堤による社会的影響及び大幅な河道掘削による河
川環境の改変や将来河道の維持を考慮して、11,000 
s/ としました。 
 これにより、小千谷地点（魚野川合流後）から大
河津分水路までの河道は 11,000 s/ の流量を流せ
る断面として計画ししています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 信濃川中流部の河道で流す計画高水流量は、十日
町で 9,500 s/ 、魚野川が小出で 2,500 s/ 、破間
川合流後の信濃川合流点で 5,000 s/ 、小千谷で
11,000 s/ 、として河道の整備を行っています。 
 なお、小千谷地点流量が十日町の流量と魚野川の
流量の足し算があわないのは、信濃川のピーク流量
時の魚野川合流量が魚野川のピーク流量でないこと
によります。 
信濃川の計画高水位及び現況の流下能力 
 信濃川の計画高水流量に対する水位（計画高水位）
は大河津で 16.24m、小千谷で 49.82m となります
（図 15）。堤防の高さは、この水位に河川管理施設
等構造令（政令）で定められた 2.0m を加えた高さ
で計画します。（魚野川は 1.5m） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 信濃川の現況流下能力は、大河津分水路から小千
谷地点までは計画高水流量 11,000 s/ に対して概
ね 8,000 s/ 、魚野川合流点付近では 4,000 s/ 未
満、十日町では計画高水流量 9,500 s/ に対して概
ね 6,000 s/ であり、計画を満足していません。 
信濃川は想定氾濫区域面積が約 1,306 k㎡、区域
内人口が約 140万人、新潟市をはじめ長岡市、長野
市等の地方中心都市を氾濫域に有するとても重要な
河川です。今後とも上下流の治水バランスを考慮し
ながら安全な川づくりに努めていきたいと考えてい
ます。 
 
（総会記念講演内容を大地の会で編集。 
               文責は大地の会） 

図 11 流出計算結果 

図 12 計画高水流量 

図 13 信濃川中流部の流量配分図 

図 14 主要地点の計画高水位 



  子供向け岩石加工講座 (第 5回) 開催報告   2012． 8．5(日) 9：00～11：00    
ペーパーウェイトをつくろう 「やってみよう！！ 石ころも きって みがけば たからもの」 

 
 岩石加工講座が 8 月５日成出運動公園管理棟に
ある通称「成出の岩石加工所」で行われました。 
参加者は長岡市越路地域の越路小学校と越路西

小学校に講座募集のチラシを配布し募りました。

定員は小学生 10名ですが、妹弟兄と保護者も加わ
りましたので、当日は小学生９人(1～４年生)、未
就学児 4人、中学生 1人と保護者６人の 20人と、
担当者などを合わせると 29人でした。 

 
まず、渡辺秀男講師からペーパーウェイト作り

の流れを説明の後、子どもたちはこれから加工す

る石を選択しました。化石の入った比較的柔らか

い「石灰岩」と硬く宝石にもなる美しい「メノウ」

を１個ずつ選び取りました。予め加工しやすいよ

うに適当な大きさに切って準備しておいた石です。 

 
(けん磨機の説明を聞く) 

まず、皆が磨くことから始めることにしました。 
ガラス板にみがき粉と水をまき、石を上下左右に

動かし「つやだし磨き」をします。表面をなめら

かにします。表面の切り口がでこぼこしている石

はけん磨機を使って「あらみがき」や「中みがき」

をします。回転盤にみがきずなと水を置き、石を

押し付けながら石が飛ばされないように注意しな

がら磨きます。何回も石を水で洗っては磨き具合

を確かめながら「磨けているのかな？」「あっ、つ

るつるしてきた」と根気良く真剣そのもので作業

に集中していました。 

 

 (ガラス板の上 2000番の細かいみがき粉で磨く) 

 

(もう少し磨いてね？)  (けっこう楽しい) 
 
石を切る作業も混み合わないように順次開始し

ました。山崎顧問と中野役員が担当です。 

  



「磨いては」「切って」また「磨く」の繰り返しで

すが余念が無い様子でした。 
いよいよ暑さも疲れもピーク、水分補給とおや

つタイムをとり、最後の仕上げをしてからまとめ

に。渡辺講師から「石灰岩は２憶～３億年前の古

い石で今日の石は阿賀町や糸魚川産です。線やま

るの白っぽい模様はウミユリ、サンゴ、フズリナ

などの化石です。硬い石はメノウで糸魚川産です。

石灰岩よりずっと新しい時

代にできた石です。お土産

は赤玉石です・・・。」等の

復習をして、作品を手に集

合写真を「バッチリ」、講座

を無事終了しました。 
 
(これはお土産の赤玉石です)

  

岩石加工講座アンケート結果 
アンケートは保護者も含め 13枚回収しました。 ( 人)が人数です。 
Ａ 楽しくできましたか？ 【楽しかった(11名)  ふつう(2名)  楽しくなかった(0名)】 
Ｂ 作るのがむずかしかったですか？【やさしかった(6名)  ふつう(6名)  むずかしかった(１名)】 
Ｃ 作る時間はどうでしたか？【時間があまった(2名) ちょうど良かった(９名) 足りなかった(2名)】 
Ｄ これからも参加(さんか)したいですか？【参加する(9名)  わからない(4名) 参加しない(0名)】 
Ｅ こんかい、参加(さんか)するきもちになったのは、どうしてですか？ 

・去年も参加して楽しかったので （同回答が３名）  

・石が大好きで、大地の会に何回も行っているから。 

・石を削ったり切ったりするのが楽しかったから （同回答が２名） 

・石がすきだから（同回答が２名）  ・きれいな石が家にあったから ・チラシ紙を見て ・親のすすめ 

Ｆ 感想(かんそう)やそのほか気づいたこと、これからやってほしいことなどをかいてください。 
・たのしく、とくに・・・みがきがとてもたのしかったです(^_^)  ・けずる時楽しかった。 

・石によって色がちがうのがとくにおもしろみがあった。 

・メノウをきれいにけずれて たのしかったです。ウミユリの化石などももらえてとてもうれしかったです。 

今度またこの活動があったら参加してみたいです。  

・せんは なにかににていて 、おもしろかった。 ・石をきっったり、みがいたりしてむずかしかった。 

・ことしはとてもたのしかったです。らい年はことしのようにしてください。あと こなのしゅるいが３しゅるい

もあっておもしろかったです。わたしは２０００番をつかいました。らい年も２０００をつかうかなぁ・・・・ 

・化石がいっぱいあってうれしかったし、こんどは化石とりがしたいです。 

・石全体をみがける道具があったら良いです。最終的に・・・ツヤツヤ→ピカピカな石が完成できたら嬉し

いです。  ・やまざきせんせいにいしをきってもらったことがうれしい。 

・朝ケンカしながら来ましたが、活動が楽しく、いつの間にか、皆で笑ってできました。また、来年も参加し

たいと言ってます。他にも実験的な工作的な活動があれば参加したいです(保護者) 

アンケート結果から 

猛暑の中、アンケートに向かう時にはもう参加者も担当者も集中力は限界に近い状態だったと思いま

す。子どもたちも保護者も最後まで本当によく頑張り通しました。小学生 9名のうち、5名がリピーター

です。また参加したいという 9名の期待に応えられる様に一層の講座の充実を図りたいと思います。 

渡辺顧問、山崎顧問をはじめご協力いただいた多くの皆様に感謝申し上げます。 (永井 











■長岡市「市民活動フェスタ」への参加について 
 さまざまな市民活動を行っている団体の活動発表及び交流の場としてのイベントが下記により開催されま
す。大地の会としてもこの場を活用して立体地図・写真集「飛び出す地形－３Ｄで読みとくふるさとの大地」
等のＰＲを積極的に行いたいと考えています。長岡市のいろんな市民活動団体と交流できるいい機会と考え
ています。皆さま「大地の会会員」として参加をお願いします。 
  １．イベント 

   □アオーレ長岡ナカドマ会場            □大手通ホコ天会場 
     日時：11月 3日（土）10時～16時        日時：11月 4日（日）11時 30分～16時   
        11月 4日（日）11時 30分～16時 

内容：ステージ発表及び PRテント 
  ２．展示 

   □市民協働センター会場              □アオーレ長岡ホワイエ会場 
     日時：10月 26日(金)～11月 7日（水）      日時：11月 2日（金）～11月 7日（水） 
     内容：活動 PRポスターの展示          内容：作品展示（大地の会立体地図・立体 
  ３．交流会                                         写真集の内容パネル展示を予
定） 
   □「のもーれ！長岡 市民活動団体とのもーれ！（仮）」 
     日時：10月 26日(金)19時～  会場：アオーレ長岡ナカドマ 
 
■地学講座日程の変更について 
 おいたち 68号活動カレンダー及び 69号総会活動計画で案内しました「平成 24年度地学講座」の日程が
一部変更となりましたのでお知らせします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               
 
 
 
 
 
 
 
 

賛助会員紹介  

■国際石油開発帝石株式会社 

■朝日酒造株式会社 ■有限会社越路地計 

■株式会社エコロジーサイエンス 

■大原技術株式会社 ■有限会社広川測量社  

■高橋調査設計株式会社  

■株式会社長測   ■オムニ技研株式会社 

■エヌシーイー株式会社 
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